
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年１月 

錦町学校給食センター 

いよいよ１年
ねん

の締
し

めくくりとなる３学期
が っ き

が始
はじ

まりました。学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

に

おいても、より一層
いっそう

、衛生面
えいせいめん

に細心
さいしん

の注意
ちゅうい

を払
はら

い、毎日
まいにち

の給 食
きゅうしょく

時間
じ か ん

が待
ま

ち遠
どお

しくなるような、魅力
みりょく

ある給 食
きゅうしょく

作
づく

りに努
つと

めていきたいと思います。

本年
ほんねん

もよろしくお願
ねが

いいたします。 

明
めい

治
じ

22（1889）年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

の私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で、貧
まず

しい子
こ

どもたちへ 食
しょく

事
じ

を提
てい

供
きょう

したのが始
はじ

まりとされて

います。大
たい

正
しょう

12（1923）年
ねん

には、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

を改
かい

善
ぜん

するための方
ほう

法
ほう

として、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が国
くに

から

奨
しょう

励
れい

されるなど、各
かく

地
ち

へ広
ひろ

がりましたが、戦
せん

争
そう

による 食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

で 中
ちゅう

止
し

せざるを得
え

なくなってしまいました。 

戦
せん

後
ご

、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

の悪
あっ

化
か

を心
しん

配
ぱい

する声
こえ

が高
たか

まり、 昭
しょう

和
わ

21（1946）年
ねん

12月
がつ

24日
か

にLA
ラ

RA
ラ

（アジア 救
きゅう

援
えん

公
こう

認
にん

団
だん

体
たい

）から 給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

けて、翌
よく

１月
がつ

に学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

されました。当
とう

初
しょ

は12月
がつ

24日
か

を

「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

」としていましたが、その後
ご

、冬
ふゆ

休
やす

みと重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

からの１ 週
しゅう

間
かん

を「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」とすることになりました。 

昭
しょう

和
わ

29（1954）年
ねん

に「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

法
ほう

」が成
せい

立
りつ

したことで、実
じっ

施
し

体
たい

制
せい

が法
ほう

的
てき

に 整
ととの

い、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は 教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

として位
い

置
ち

付
づ

けられるようになりました。主
しゅ

食
しょく

はパンが 中
ちゅう

心
しん

でしたが、 昭
しょう

和
わ

51年
ねん

に米
べい

飯
はん

（ご飯
はん

）が正
せい

式
しき

に導
どう

入
にゅう

されると、カレーライスや炊
た

き込
こ

みご飯
はん

などが登
とう

場
じょう

し、献
こん

立
だて

内
ない

容
よう

が 充
じゅう

実
じつ

していきました。 

 このように、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の内
ない

容
よう

は時
じ

代
だい

とともに変
へん

化
か

していますが、いつの時
じ

代
だい

も変
か

わらずに、「健
すこ

やかに成
せい

長
ちょう

でき

るように」といった願
ねが

いが込
こ

められています。現
げん

代
だい

では、大人
おとな

になっても自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

で 考
かんが

えて健
けん

康
こう

な 食
しょく

生
せい

活
かつ

を続
つづ

ける

ことができるように、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は「 教
きょう

材
ざい

」としての役
やく

割
わり

も担
にな

っています。 



 

 

 

 

 

 

 

☆ 旬
しゅん

（品種
ひんしゅ

により違います
ちが     

） 

１１月
がつ

～２月
がつ

 

☆ 熊本県
くまもとけん

の主
おも

な産地
さんち

は？ 

阿蘇
あ そ

、熊本市
くまもとし

、山都町
やまとちょう

、菊陽町
きくようまち

 

球磨
く ま

さんだより １月号
がつごう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作り方 

① 白菜は２～３ｃｍ幅に切り、たまねぎ

はスライス、人参とじゃがいもは角切

りにする。しめじは石づきをとり、パ

セリはみじん切りにする。 

② 鍋にバターを入れ、鶏肉、たまねぎ、

人参、じゃがいも、しめじを炒める。 

③ ②にひたひたの水を入れ、あくをとり

ながら、やわらかくなるまで煮込む。 

④ 火が通ったら、白菜、ルーを入れて煮

込む。 

⑤ ④に牛乳を入れ、こしょうで味を調

え、パセリを入れてできあがり。 

（分量 ４人分） 

   鶏肉小間     ８０ｇ 

白菜      ２００ｇ 

たまねぎ    １００ｇ 

人参       ８０ｇ 

   じゃがいも    ８０ｇ 

   しめじ      ４０ｇ 

   パセリ        ２ｇ 

   シチューのルー 約７０ｇ 

   牛乳       ５０ｃｃ 

   バター       ５ｇ 

   こしょう      少々 

令和７年度 錦町学校給食センター 

ふるさと 

今月
こんげつ

の注目食材
ちゅうもくしょくざい

 

白
はく

 菜
さい

 

毎月
まいつき

19日
にち

前後
ぜ ん ご

の 

「ふるさとくまさんデー」 

では、旬
しゅん

の食材
しょくざい

を紹
しょう

介
かい

します。 

 

◆１１月
がつ

～２月
がつ

が旬
しゅん

の白菜
はくさい

です。寒
さむ

くなると、白菜
はくさい

は自身
じ し ん

が凍
こお

らないように糖分
とうぶん

を蓄
たくわ

えるようになる

ため、旬
しゅん

の白菜
はくさい

は甘
あま

みが増
ま

して一層
いっそう

おいしくなり

ます。 

 

◆熊本
くまもと

県
けん

では主
おも

に黄楽
き ら く

、黄
き

ごころ、秋
あき

理想
り そ う

、結
ゆい

福
ふく

、

ほまれの極
きわ

みなど、各産地
かくさんち

の土壌
どじょう

や気候
き こ う

に合
あ

った

品種
ひんしゅ

を植
う

え付
つ

けています。 

 

◆白菜
はくさい

にはビタミンＣ
しー

や食物
しょくもつ

繊維
せ ん い

が多
おお

く含
ふく

まれて

おり、体
からだ

の抵
てい

効力
こうりょく

を高
たか

めて病気
びょうき

から守
まも

ってくれま

す。ビタミンＣ
しー

は水
みず

に溶
と

けやすい性質
せいしつ

があるので、

鍋
なべ

やスープなどにして食
た

べるのがおすすめです。ま

た、ずっしりと重
おも

みのあるものの方
ほう

が巻
ま

きがしっか

りしていておいしいといわれています。手
て

に取
と

って

みて、重
おも

たく感
かん

じるものを選
えら

びましょう。 

 


